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平成28年度香南市 まち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組み状況　

基本目標と基本的方向

【基本目標１】魅力あふれる産業を振興し、安定した
雇用を創出する

【基本目標２】新しい人の流れをつくる

【基本目標３】若い世代の結婚・出産・子育ての希望
をかなえる

【基本目標４】時代に合った地域をつくり、地域の連
携により安心なくらしをまもる

それぞれの施策で*ＫＰＩを設定

【数値目標】　・各分野の出荷額等の増加　

「地力」の強化、「新たな産業づくり」への挑戦、「分野を超えた
産業間の連携」の推進による雇用の創出

【基本的方向】
①足腰を強め、「地力」を高める
・農業、林業、水産業の振興による一次産品の安定生産
・農業、水産業における加工、流通、販売体制の強化
②新たな産業づくりに挑戦する
・商工業の振興
・６次産業化による新産業の創出
・観光のまちの育成
③分野を超えた産業間の連携を強化する
・６次産業化による地産地商の徹底（人々の暮らしを支える産業）
・観光拠点形成とネットワーク構築
・産業人材の育成・確保

【数値目標】　・人口の社会増減　・移住者数

【基本的方向】

①移住・定住促進のためのしくみづくり
・移住、定住促進

「移住・定住促進」しくみづくり

「人生をトータルでサポート」することによる全世代を通じた支援

【数値目標】　・合計特殊出生率　・婚姻件数　　　　　　　　

【基本的方向】
①人生をトータルでサポートする体制づくり
・人生支援
②子ども、子育て支援・環境の充実支援
・子ども、子育て支援

【数値目標】　・自治会、協議会結成率　・自主防災組織結成率

小さな拠点整備、｢防災性｣向上

【基本的方向】
①協働のまちづくりの推進　
②災害に強いまちづくり
③交流人口拡大　　　　　
④大学との連携

【足腰を強め、「地力」を高める】
１）農業の振興
① 農業生産基盤の充実
② 治水・利水整備の促進
③ 担い手対策の促進
④ 農産物ブランド化の推進と加工品の開発
⑤ 消費者の安全安心志向への対応
⑥ 中山間農地の保全と活用の促進

２）林業の振興
① 森林の多面的な利活用の促進
② 森林の活用（木質バイオマス利用促進）

３）水産業の振興
① 漁港の改修・整備等の推進
② 漁業経営の基盤強化
③ 漁場の保全
④ 観光漁業の推進
⑤ 水産加工品流通販売の推進

４）農業・水産業における加工・流通・販売体制
　の強化
　① 地産地消の推進
　② 加工・流通・販売などの体制を強化

【新たな産業づくりに挑戦する】
１）商工業の振興
① 企業誘致の促進
② 既存企業の育成・支援
③ 魅力ある商業地・商店街づくり
④ 空き店舗の活用
⑤ 新規企業の育成支援　

【移住・定住促進のためのしくみづくり】
① ｢香南市を知って、好きになってもらう｣魅力、多様な情報の発信
② 若年層の交流・情報交換やイベント開催
③ 産官学連携、人材育成による暮らしと産業が調和した自立地域への支援
④ 移住促進

【人生をトータルでサポートする体制づくり】
①　ライフステージに応じた切れ目ない支援
②　若者の出会いの場づくり

【子ども、子育て支援・環境の充実支援】
① 子育てを支える地域の育成
② 子育て施策の充実
③ 多様な保育事業・放課後児童クラブの拡充

【協働のまちづくりの推進】
① 住民組織との情報交換
② 地域活動の支援体制強化

【災害に強いまちづくり】
① 耐震化の促進、災害時備蓄品整備の充実
② 自主防災組織の設立・活性化
③ 災害時における地域の支え合いづくり
④ 消防・防災対策の強化

２）６次産業化による新産業の創出
　① 魅力ある新商品の開発

３）観光のまちの育成
① 観光・交流の拠点の場づくりと市民参加

　② 情報発信手段の効果的な活用
③ 地域に親しむ観光の促進
④ 活性化に向けたあらゆる産業との連携強化

【分野を超えた産業間の連携を強化する】
１）６次産業化による地産地商の徹底
　① 地産地商の拠点(直売所）の機能拡充
　② 地域内での創意工夫によるコミュニティビジネス
　　 の支援

２）観光拠点形成とネットワーク構築
　① 資源の再発見（価値化・付加価値化）
　② 観光・交流の場づくり（地域住民参加）

③ 観光旅行会社（企画）とのタイアップによる複数観
光 ルートの構築
　④ 物部川流域３市での観光振興

３）産業人材の育成・確保
　① 雇用支援、企業支援のための情報発信、情報入手
　    の場（拠点）の整備

【交流人口拡大】
① 集落活動センター（小さな拠点整備）　
② 地域団体の活動促進、支援充実
③ 歴史・食・体験等による交流人口の拡大

【大学との連携】
　①　大学との連携

＜*重要業績評価指標（ＫＰＩ） ＞
各施策において、効果を客観的に検証できる指標として、5年

後の(平成31年度)の目標を設定する。
２８年度取り組み状況の概要

香南市人生
支援計画

高知大学出前公開講座事業

ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰ・ﾄｾﾝﾀｰ事業

pickup
・香南市ｳｴﾙｶﾑ移住・定住促進事業
・香南市恋い、めぐりあい応援事業

pickup ・産業人材育成事業費
・未来人材育成奨学金支援事業

pickup

pickup

地方創生先行型交付金関連事業

地方創生加速化交付金関連事業

国の地方創生
関連交付金活用

　資料2ｰ1

具体的な施策

産業成長戦略

分野を超えた連携
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※行政が主導となり
進める振興計画
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や評価、新たな取り組み
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☆例えば・・
・20代から40代の子育て世
代を呼び込むには・・
・移住者を呼び込むために
は・・

○アイデアを出し合い施策として実現できないかどうか検討・・

人生支援計画重点施策 pickup

各部会を開催

①香南市ウエルカム移住・定住促進
②出会いの場の提供、ﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝｾﾐﾅｰ
③香南市ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
④香南っ子夢実現ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(検討中)
⑤香南まるごとポイント制度(検討中)
⑥不妊治療の助成拡大(検討中)

本年度取り組み
実施のものから、
次年度に向けた
計画まで



平成28年度香南市 まち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組み状況　PICKUP　
香南市

２０１６年の

pickup◆
　市内に事業所がある事業者等を対象に公的団
体が主催する研修を受講する際に補助率1/2以
内、1事業所あたり年間200千円を上限として補
助します。

（対象者）　　　　　○市内に事業所を有する事業主及び従業員等
（補助対象経費） ○公的団体が実施する研修にかかる旅費・受講料・テキスト代等
（補助率）　　　　　○補助対象経費の２分の１　（ただし、１事業所あたり上限200千円／年）
（交付申請）　　 　○研修会等の開催期日前までに関係書類を添えて提出
（補助金支払）　　○実績報告書に関係書類を添えて提出後、補助金を支払

産業人材のスキルアッ
プ及び企業の発展、さ
らには市全体の産業振
興につながる。

◆
　大学等を卒業後香南市に住所を置き、市内の事業所
に従事する者を対象に卒業後、就学期間に応じ(最長8年)
補助率1/2以内で奨学金返還金額を助成します。

（対象者） ○日本学生支援機構等の奨学金（無利子及び有利子）の貸与を受けている者
（要件） ○市内の事業所(製造業)に従事する者

○大学等卒業後、市内に住所を有する者
（支給額） ○卒業後４～８年間、市内企業への就業継続及び市内在住を確認し、支給対　　　　　

対象者が日本学生支援機構等へ返還した額を補助率１／２以内で支給

・将来の企業の中心を担う人材を確保できる。
・制度を早期にＰＲすることで、市での就職を検討している学生にとっては、
　市で働くことやUIJターンの動機づけとなる。
・就業の継続を要件とすることで、早期離職を防ぎ、市内企業への定着率
　を高めることにつながる。
・市内在住を要件とすることで、市への定住促進につながる。

期待され
る効果

期待される効果

大学生等、香南市内の企業等を担う人
材を確保し、
市内企業への就職を促進、市への定住
促進につながるね。

◆

香南市
２０１６年の

pickup

◆
　　香南市は、少子化の一因である晩婚化及び未婚化の対策のため、
　　婚活イベントなどを開催して頂ける個人・団体に１０万円を限度に
　　補助制度を設けて応援します。

（補助対象要件）
１．20 歳以上の男女を対象。
２．公募は10 人以上で募集し、開催の最小参加人数は４人以上。ただし事業の参
加者の1/3以上が香南市に在住又は、勤務する者であること。
３．礼儀作法・マナーの体得を目的としてセミナーもＯＫ
４．開催の3 カ月以上前にご連絡を。申請手続きは内容を確認してからになります。

◆
　仕事と育児の両立を支援し、安心して子育てができるような環境づくりを
進めるため、ファミリー・サポート・センターを設立します。
　この事業により、子育ての支援を受けたい方と子育てを支援したい方に
ファミリー・サポート・センターに会員登録をしていただき、急な用事や仕
事の時など、保育所への送迎やその後の預かり、児童クラブ終了後の預
かりなど支援が必要な場合に安心して利用していただけるよう、会員相互
の調整などを行い、地域で子育てを支援していく仕組みづくりを進めてい
きたいと考えます。　お互いに助け合う会員制の有償ボランティア組織で
す。

例えば・・・
･ シーカヤックと
ＢＢＱで出会いイ
ベント
･出会いのランチ
料理教室でラン
チメニューを作ろ
う

◆
【まち・ひと・しごとの観点のもと、未来に向けた地域のあり方を考える】
　地方創生の流れを加速的に推進していくためには、行政だけでなく市民
の皆さんの理解が必要であります。
　｢まち・ひと・しごと」の観点のもと、未来に向けた産業や地域のあり方な
どを考えるきっかけとなる全5回の連続講座を開催します。

◆開講予定　
・第1講座：9月  7日（水）・第2講座：9月14日（水）・第3講座：9月
21日（水）・第4講座：9月28日（水）・第5講座：10月14日（金）
◆場所　のいちふれあいセンター2階研修室　
◆時間　19：00～20：30

受講料
無料

香南市の将来に
ついてみんなで考
えてみよう！
産業振興、子育て、
地域づくり・・etc

資料2ｰ2

【例えば】・・・子どもたちの声が地域から消えた。高齢者
ばかりで・・といった地域の声があります。そこで、特に少
子高齢化の進んだ中山間地域での対策を考えます。
★H28年度から香我美町西川、東川、夜須町北部地区
(添地以北)をモデル地域として、空き家調査を行い、空き
家を活用した移住者の受け入れを開始します。

モデル地区で、移住者の
方に住んでいただける空
き家を探しています。
持ち主の方は、地域支援
課までご連絡ください。

２８年度取り組み状況の概要

・香南市産業人材育成事業の補助金交付要綱及
び公募要領作成(6/1)
・市広報、HPで周知、商工会を通して、事業所

へ公募要領の配布。
・香南市香我美町立地企業交流会で紹介。
・香南市未来人材奨学金支援事業の補助金交付

要綱及び公募要領の作成中

・香南市ウエルカム移住、定住促進事業の実施。
中山間地域をモデル地域(香我美町東川・西川

地区、夜須町北部地区)としての空き家の掘り起
こしを実施。
・お試し住宅、移住者支援住宅用の掘り起こし

が各１件。
・中山間地域以外の地域は、空き家バンクの設

置に向け取り組みを行う。(11月～)
・移住応援ガイドブックを作成。(香南住む－

ず)

・若年層の交流、イベント開催支援など実施。
婚活支援団体より１件申請、9/4夜須町におい

て男女38名交流会の実施。
・婚活セミナーの開催10/30｢羽尾で手を繋ご

う｣開催。

・こうなんﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業が11月よりｽﾀｰﾄ。
｢まかせて会員｣への登録に伴う、講習会の開催実
施。(第1回8/20、8/21)（第2回11/24、11/25)

・平成28年度高知大学出前公開講座を9月より全5
回で開催し、34名の受講生が参加。



香南市　 生支援計画人人 香南市　 生支援計画人

香南っ子夢実現プロジェクト
香南市ウエルカム移住・定住促進

出会いの場の提供、ライフプランセミナー実施

不妊治療の助成拡大
健康で子どもを産みやすい環境づくり

不妊治療は治療を重ねるごと

に費用がかかるため、上乗せ

助成を行う自治体があります。

香南まるごとポイント制度

出会い・新しい家庭づくりへ支援を！

中山間地域の人口対策として移住者を呼び込もう！

移住を進める施策を考えています。

幼年期から高齢期まで対応が可

能。やり方によってはあらゆる場

面で相乗効果が期待できます。

人口減少問題を考える会  （重点施策）
　　この会合は、人生支援計画として人口減少社会に対する、具体的な

施策等を考える会として発足。また「香南市まち・ひと・しごと創生総合

戦略」と連携を図っています。

　　Ｈ28の会合では、各課より20代から40代の子育て世代や未婚の方を

中心に編成。自然増を促す施策として人口増加施策や人口減少を食い

止める施策について案を出し合い実行できる施策かどうかの協議検

討を進めています。

人口減少問題を考える会は、13課15人の市職員で構成。人口減少問題を考える会は、13課15人の市職員で構成。人口減少問題を考える会は、13課15人の市職員で構成。

【例えば】…現在高知県が実施している不妊治療制度を拡大

★健康対策課
※不妊治療の助成については、平成27～28年度中に香南市

の実態について把握したうえで、必要性と助成内容から必要

経費等を試算して検討します。

【例えば】…ボランティア活動などに、ポイントを付与して、そ

のポイントを地域の商店などで使うことにより、地域の活性

化に繋げることができるのではないか？

★人口減少問題を考える会にて検討
※商工会との連携や各課との協議調整が必要であるが、前

向きに検討していく。 【例えば】…人が出会い、交流し、新しい家庭を

築き、地域ににぎわいと幸せを感じる地域づくり

ができないか？

★地域支援課・生涯学習課
※出会いにつながるイベントの開催に対して、上

限10万円の補助を検討しています。

また、ライフプランセミナーは、結婚希望者に対

して、お付き合いのマナーや人生設計などについ

【例えば】…子どもたちの声が地域から消えた。高齢者ばかりで…といった地域の声があり、

特に少子高齢化の激しい中山間地域での対策を考える。

★地域支援課※H28年度から香我美町西川、東川、夜須町北部地域（添地以北）をモデル地
域として、空き家調査を行い、空き家を活用した移住者の受け入れを開始します。   

こんな問題を解消こんな問題を解消

①見知らぬ移住者に貸すのが不安

②改修が不可能な状態

③空き家に荷物が残っている

④修繕してまで貸せない

⑤引っ越し費用の負担

⑥どんな環境かわからない

市の解決策市の解決策

…市が中間保有し、保有者の不安を解消！！

…取り壊し費用を含む新築資金を補助→上限１６０万円８０％以内

…荷物の整理・処分費用を補助→上限４００万円で５０％以内

…９００万円まで改修費を１００％補助→条件：耐震性が１．０以上に耐震改修

…引っ越し費用の補助→上限１０万円で７５％以内

…最長３カ月間のお試し住宅の確保！

【例えば】…子どもたちの夢を募集して、夢実現のきっかけになるような事

業を行うとか、夏休みなどの期間を利用して中・高校生に国際交流や、国

内交流の学びの体験プログラムを実施するなどして、夢や夢を持つための

仕組みづくりができないか？

★学校教育課・生涯学習課

※外国の人々との交流や外国文化とふれあう機会をつくるために、さま

ざまな交流手段を考えたり、交流の場を設けていきたい。

【例えば】夢実現のきっかけづくりに香南市独自の基金を募り、チャレンジ

アスリートや様々な体験事業を実施できないか？

★生涯学習課・学校教育課

※基金の創設について検討していきたい。また、体験事業などについては

各種の補助支援（財団など）があるので、各種団体へ周知をしていく。

不妊治療は

に費用がか

助成を行う

就学期

成年期 熟年期

成年期 熟年期

成年期 熟年期

就学期 成年期 熟年期 高齢期幼年期

就学期幼年期

子どもたちの夢を募集して、のびのびと育つことを目的にさまざ

まな場面で支援を!

交通手段だけでなく、情報網

の発達により、ＩＣＴ活用など

で外国との距離感は近くなっ

ています。

香南市ファミリーサポートセンター

H28年度から実施

H28年度から実施

H28年度から実施

検討中！！

検討中！！

検討中！！

出

【

築

が

★
※

限

ま

があり、

ポイントを貯めて楽しい人生を。ポイントは市内商店街などで活用できる仕組みを。

空き家を探し
ています！

モデル地域
で、

移住者の方
に住んでい

ただける

空き家を探
しています

。

持ち主の方
は、

地域支援課
までご連絡

ください。

（H28重点施策の中間報告）

・団体　よりあいにこ家
　　　9月 4日　男 21人　女 17人
　　　夜須中央公民館で講話
　　　海辺の果樹園で食事

・団体　よりあいにこ家　12月 24 日の予定
・婚活セミナー　
　10月 30 日　「羽尾で手を繋ごう」
　男 10人　女 10人　

実　績

・移住パンフレットの作成
・移住ＰＲ関連グッズの作成

実　績

実　績

今後の予定

・空き家バンクの募集（11月から）
・移住ＨＰ作成（12月末予定）
・お試し住宅の整備１件（3月末予定）
・移住者支援用住宅整備１件（翌年度へ繰り越し）　

今後の予定

10 月 14 日までに小６(316 人 ) を
対象にアンケートを実施した。

アンケートの集計。
内容について学校教育課、生涯学習課
地域支援課で協議する。

今後の予定

や

や
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ファミリーサポートセンターとは、子育て中の家庭を支援するため、育児の支援を必要

とする「おねがい会員」と、応援ができる「まかせて会員」が会員登録し、お互いに助け

合う会員制の有償ボランティア組織です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※登録、入会料は無料です。 

※事前打ち合わせは、お子さんと一緒にお願いします。 
※お子さんの預かりは、基本的に「まかせて会員」宅で行います。宿泊はできません。 
 

 

 

 

 

 【補償保険制度】 

例えばこんな時に利用できます

☆保育所や幼稚園の送り迎え 曜日 時間 利用料（１時間）

☆放課後や放課後児童クラブ後の預かり ７：００～１９：００ ６００円

☆冠婚葬祭や他の子どもの学校行事のとき １９：００～２１：００ ７００円

☆買い物等リフレッシュしたいとき　　　　など 土・日・祝 ７：００～２１：００ ７００円

利　用　料　金

月～金

「おねがい会員」
◆香南市在住の方

◆生後６カ月～小学校６年生までの子どもを養育されている方

「まかせて会員」
◆香南市在住の方で、２０歳以上の子どもが好きな方

◆資格などは問いません

「両方会員」 ◆「おねがい会員」と「まかせて会員」をかねる方

ファミリーサポートセンター 

のしくみ 

 

こうなんファミリーサポートセンター 

(香南市社会福祉協議会内) 

③事前打ち合わせ 

④支援活動 

⑤利用料の支払い 

何か 
お手伝いで
きないかな 

「おねがい会員」

員」 

「まかせて会員」 

① 援助の申し込み 
子育てのお
手伝いして
もらえない
かな 

②援助の依頼 

会員同士の 
調整をします 

※まかせて会員は、センターの実施する講習の受講が必要です。       

万一の事故に備え、会員になると同
時にファミリーサポートセンター補償
保険に加入することになります。 
 ※保険料はセンターが負担します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年１１月から「こうなんファミリーサポートセンター」がはじまります！ 

まかせて会員の登録を希望される方は、下記の２日間の講習の受講が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうなんファミリーサポートセンターは、香南市からの受託事業です。 

ファミリーサポートセンターとは、子育て中の家庭を支援するため、育児の支援を必要

とする「おねがい会員」と、子育てのお手伝いができる「まかせて会員」が会員登録し、

お互いに助け合う会員制の有償ボランティア組織です。 
 

 

 
           
  

※万一の事故に備え、会員になると同時にファミリーサポートセンター補償保険に加入することに 
なります。（保険料はセンターが負担します） 

 

 

  

地域のみんなで子育て応援隊  第２回講習会 

『まかせて会員』大募集！ 

日時：平成２８年１１月２４日（木）・２５日(金) 

９：００～１６：００（予定） 

場所：大峰の里 １階第１会議室（香南市夜須町坪井１－１）  

 

◆時  間   ９：００～１６：００（予定）  (受付開始 ８：３０～) 

◆参 加 費   無料 

◆内  容   専門講師による子どもの発育・栄養・心の発達や保育に関する講習 

         ファミリー・サポート・センターのしくみ・概要など 

 ◆参加資格   香南市在住の２０歳以上で、子どもが好きな方 

◆申し込み   下記連絡先へ TEL、FAX、E メール等で事前にお申込みください。 

                締切：平成２８年１１月１８日(金) 

  

 

 

  [お問い合わせ・申込み先] 

香南市ボランティアセンター（社会福祉法人香南市社会福祉協議会内） 

              〒781-5241 高知県香南市吉川町吉原 95 吉川庁舎２階 

              TEL（0887）57-7300 FAX（0887）57-7305    

             E・Mail：vc-genki@mxi.netwave.or.jp     担当：前田・田村 

 

 

～  例えば、こんな時にお手伝いします ～ 

※保育所や幼稚園の送り迎え 

※放課後や放課後児童クラブ後の預かり 

※冠婚葬祭や、他の子どもの学校行事のとき 

※買い物等リフレッシュしたいとき     など 

 

曜日 活動時間帯 基準額(１時間) 

月～金 
7:00～19:00 600 円 

19:00～21:00 700 円 

土・日・祝 

及び年末年始 
7:00～19:00 700 円 

 

 

利用料 
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奥
手
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が
変
わ
る
チ
ャ
ン
ス
！10.30

1974 年生まれ。「よろず体験事務所 をかしや」
および「一般社団法人をかしや」代表理事。環
境教育と自然ガイド（インタープリテーション）が
専門。加えてロープワークやナイフワーク、火起こ
しなどアウトドアスキル全般が得意。20 代はじめ
に猿岩石に影響されバックパッカーとして東南ア
ジアを巡る。その後全国で自然に関わる仕事をし
たのち 2008 年より愛媛県今治市に移住、をかし
やを設立。「まごころこめて、ほんものを提供する」
がモットー。10年後には世界をまたにかけて仕事
したいと思っています。 

   8:30  夜須駅集合
10:00  セミナー開始

15:30 セミナー終了
16:30 夜須駅解散

フィールドワークを通じて
異性へのアプローチ手段を
学びます。
①わいわい昼食。
みんなでアウトドア
クッキングに挑戦。
②羽尾の自然満喫
　トレッキングで交流。
③カフェ＆フリートーク。

※申込者多数の場合は抽選
※募集締め切り 10 月 7 日必着

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で

お
い
し
い
昼
食
を

つ
く
ろ
う

Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ　

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ

申込は裏面をご確認ください。
　　　　　　

講師

男
性

女
性10人 10人

※雨天時はセミナーの内容が
　一部変更になります



 
 

 

 

 

 

 

 

 

         

                   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                    

 

 

 

 
 

開 講 講 座 一 覧 

 
     
       （閉講式含む） 

 

 

 

 
 

 ワークショップを実施します 
 

ファシリテーション 

高知大学 地域連携推進センター 

赤池
あ か い け

 慎
し ん

吾
ご

 

 

募集定員 

5 回連続講座 

受講料 

地域推進 

場所：●●で実施 

動きやすい服装・飲み物持参 

 

 

 
     

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高知大学 総合科学系 

地域協働教育学部門 准教授 

中澤
な か ざ わ

 純治
じ ゅ ん じ

 

 

 
     

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

高知大学 地域連携推進センター 

特任教授 

黒笹
く ろ さ さ

 慈幾
や す し

 

 

主催：高知大学地域連携推進センター域学連携推進部門／共催：香南市 

申し込み日 平成 28 年 8 月 31 日(水)まで(先着順) 

申し込み先 香南市企画財政課（ TEL 0887-57-8502 ） 
受講される方には 

テキストを配布し、 

4 回以上出席された 

方には修了証書を 

授与します。 

 

 
     
       （開講式含む） 

 

 

 

 

 
高知大学副学長・地域連携推進センター長 

高知大学総合科学系生命環境医学部門 教授 

受
う け

田
だ

 浩之
ひ ろ ゆ き

 

 

 
     

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高知大学 地域連携推進センター 

特任講師 

赤池
あ か い け

 慎
し ん

吾
ご
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講座題目・講師一覧 
 

開催日 時間 講座の内容と講師 

第 1回 

 

9 月 7 日 

（水） 

19:00～ 

19:15 
開  講  式 

19:15 

～ 

20:45 

題目 まち・ひと・しごと創生総合戦略で描く香南市の未来 講師 受田 浩之 

【内容】「星の王子さま」で有名なサン・テグジュペリは、「地球は先祖から受け継いでいるのではない。

子供たちから借りたものだ。」と述べています。私は同様に「地域」も子供たちから借りたもので、希望に

満ちた未来を返す義務を負っていると考えます。本講座では子供たちから借りた香南市の未来（ここでは

2050 年から 2060 年を想定します）に対して、今、私たちがやらなければならないことを共に考え、行動

を起こしていくきっかけを創っていきたいと考えます。 

第 2回 

 

9 月 14 日 

（水） 

19:00 

～ 

20:30 

題目 経済統計でみる香南市経済のすがた 講師 中澤 純治 

【内容】地方創生で重要なのは、まずは地域経済のすがたをしっかり把握することです。 

国勢調査や市町村所得統計、経済センサス等の経済統計を使って、マクロの視点からみた香南市経済の強

みや弱みを分析します。その結果をふまえて、強みを活かす方策や、弱みを克服するための方策など、ミ

クロの視点から具体的な事例を検討し、香南市経済の未来を皆さんとともに考えていきたいと思います。 

 

第 3 回 

 

9 月 21 日 

（水） 

19:00 

～ 

20:30 

題目 
将来人口推計を活用した地域づくり 
「話し合い」からはじめよう 

講師 赤池 慎吾 

【内容】近年、ワークショップや「地元学」などの手法を使った地域磨きや地域資源の再発見が全国各地

で行われ、地域活性化に向けた取り組みを行う地域が増えています。その一方で、過疎高齢化の進行する

地域では、地域活性化の基盤となる住民同士の話し合い場が減少傾向にあります。こうした状況に関連し

て、鳥取県・島根県では、将来人口推計を使って地域での話し合いの場を創出する取り組みが行われてい

ます。 

本講座では、他県における地域づくりの先進事例を踏まえ、将来人口推計ツールを使った地域づくりに

ついて紹介します。その上で、香南市における地域（集落/複数集落）の将来像を分析し、皆さんと今後の

地域づくりについて一緒に考えていきます。 

第 4回 

 

9 月 28 日 

（水） 

19:00 

～ 

20:30 

題目 
アクティブ・シニア移住誘致で、いま香南市がやるべきこと 
～釣りバカ浜ちゃんからの提案～ 

講師 黒笹 慈幾 

【内容】生涯活躍のまち構想（日本版 CCRC）が、都市への過度な人口集中と高齢化を解消し、人口流出と

高齢化で疲弊する地方の活性化につながる一石二鳥の「希望のプラン」として、内閣府の『まち・ひと・

しごと創生総合戦略』の柱のひとつと位置づけられています。それはいずれ、都会で「一毛作め」の人生

を切り上げ、自然豊かな別な土地で誰かの役に立ちながら趣味を楽しむ「二毛作め」の人生を送りたいと

考えている 50 代以降の元気な中年層（アクティブ・シニア）の争奪戦に発展するでしょう。それでは、「地

域振興の担い手となる即戦力人財」でもあるアクティブ・シニアの移住適地として香南市をアピールする

ために、どのような情報発信が必要なのでしょうか。 

夜須港が釣りのホームグラウンドで、山北でみかん栽培の経験もある「押しかけシルバーI ターン」の

釣りバカ浜ちゃんが、いくつかのアイデアを披露します。 

第 5回 

 

10 月 5 日 

（水） 

19:00 

～ 

20:30 

題目 まち・ひと・しごとから、香南市の将来を考える 講師 赤池 慎吾 

【内容】第 1 回～第 4 回の講座では、香南市の将来を「まち・ひと・しごと」の観点のもと、様々な事例

や考え方等をご紹介することとしています。 

 第 5 回の最終講座では、香南市の将来について、これまでの公開講座での内容を踏まえ、香南市の住民

の皆さんが自分たちの市を今後どのようにしていきたいかを主体的に考え、その地域の将来を担う子供た

ちに香南市という財産をどう引き継いでいくのかを意見交換することで、香南市ならではの地方創生を実

現していきたいと考えております。高知大学公開講座にぜひ参加頂き、共に将来を考えていきましょう。 

 大学講師を交えたワークショップの詳細については、公開講座内で紹介します。皆さんの参加をお待ち

しております 

20:30～ 

 20:45 
閉  講  式 
（修了証書授与） 

 

  

 HISIX FM 高知 http://www.fmkochi.com/  

             

－ ご 案 内 － 

『 THE こうちユニバーシティ CLUB 』 
 
～毎週日曜日 休日の朝のひととき  

【 9 時半からの 25 分間 】ぜひお楽しみ下さい。～ 

 

“THE こうちユニバーシティ CLUB”では、 

学生、教職員、OB・OG、保護者、そして 

高知大学の絶大なるサポーターである地域の皆様 

それぞれの目線で、高知大学が行っている教育、 

研究、地域貢献、また未来を創造する人材の育成、 

地域の皆様方との触れ合いについてお伝えします。  

高知大学ラジオ番組 

高知大学地域連携推進センター、 

域学連携推進部門では、いろいろな学習の場
を提供しています。 

なんでもお気軽にご相談下さい。 

お問合せ先：高知大学 地域連携推進センター 域学連携推進部門 

連絡先 ：TEL 088-844-8454／FAX 088-844-8556 

E-mail  ：kokaikoza@kochi-u.ac.jp 

HP URL ：http://www.kochi-coc.jp/ HP：http://www.kochi-coc.jp/ 


